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研究成果の概要（和文）：父性発現インプリンティング遺伝子 Peg10 はレトロトランスポゾン

由来の遺伝子であり、胎盤形成に必須な機能を持っていることを明らかにしている。Peg10 の
詳細な機能を明らかいするために Peg10 KO マウスより胎盤の幹細胞である TS 細胞

を樹立し、野生型および Peg10 KO TS 細胞を材料に利用することで、Peg10 により発

現を制御されている遺伝子群および Peg10 が結合する遺伝子領域を明らかにできた。 
 
 
 
研究成果の概要（英文）：I have previously demonstrated that Peg10, a paternally expressed 
imprinted gene, is derived from retrotransposon and has an essential function in placental 
development. To reveal the function of Peg10, I established TS (Trophoblast Stem) cell lines 
from Peg10 KO mice. By comparing the gene expression between Peg10 KO TS cell lines 
and wild type TS cell lines, I identified Peg10 down regulated genes and Peg10 binding 
DNA sequence.  
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１．研究開始当初の背景 
申請者は、新規父性発現インプリンティング
遺伝子 Peg10 (Paternally Expressed Gene 10) 
を単離し、Peg10 が哺乳類で高度に保存され

ているレトロトランスポゾン由来の遺伝子
であり、胎盤形成に必須な機能を持っている
ことを明らかにしている。 
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２．研究の目的 
レトロトランスポゾンであった Peg10 の詳
細な機能を明らかにすることで、レトロトラ
ンスポゾンが哺乳類の胎生機構獲得にどの
ように関与しているかを明らかにすること
を目的としている。これにより、「レトロト
ランスポゾン獲得による哺乳類の胎生進化」
を検証する。 
 
３．研究の方法 
Peg10 KO マウス受精卵より Peg10 KO TS 細
胞を樹立しており、野生型および Peg10 KO 
TS 細胞を利用してマイクロアレイ解析およ
び ChIP 解析を行い、Peg10 により遺伝子発現
制御されている遺伝子群および Peg10 が結合
する遺伝子領域を決定する。 
 
４．研究成果 
(1) Peg10 の 胎盤での機能を解析するため
に Peg10 KO の TS (trophoblast stem) 細
胞および野生型 TS 細胞の遺伝子発現を比較
することで、Peg10 による遺伝子発現制御を
受ける遺伝子群の単離に成功した。また、
ChIP 解析により、Peg10 による発現制御を受
ける遺伝子のうちの１つにPeg10の結合する
領域の単離に成功した。 
 
(2) Peg10 と同様に Sushi-ichi レトロトラ
ンスポゾンに高い相同性を示す遺伝子群が、
真獣類に１０個保存されていること、また、
有袋類に特異的な SIRH12 が存在することを
明らかにした。 
 
(3) 胎盤形成不全の表現型を示す Peg10 KO
マウスに対して、胎盤特異的レンチウィルス
感染法を用いることで Peg10を胎盤でのみレ
スキューした結果、初期胚致死の表現型がレ
スキューできることを確認した。 
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